教師の学級経営における実践的知識に関する研究動向  : 授業と学級経営の関連の観点から by 藤井 真吾
教師の学級経営における実践的知識に関する研究動








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図２　教師の実践的文脈知識（Barnett & Hodson, 2001, p. 437.より筆者改変）
know
ledge
landscape)
」
は
「
社
会
的
知
識
を
伴
う
風
景
(socialknow
ledge
landscape)
」
の
部
分
集
合
で
あ
る
。
理
科
教
員
の
知
識
の
一
部
は
「
社
会
的
知
識
を
伴
う
風
景
」、
す
な
わ
ち
教
育
に
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
知
識
（
科
学
的
な
事
項
に
関
す
る
知
識
な
ど)
を
有
し
て
い
る
点
で
、
一
部
が
境
界
線
上
に
存
在
す
る
。「
教
室
知
識
（classroom
know
ledge)
」
は
、
教
室
環
境
や
生
徒
に
関
す
る
知
識
で
あ
っ
て
、
そ
の
学
級
を
担
当
し
な
い
場
合
は
持
ち
え
な
い
知
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
自
動
操
縦
」
の
よ
う
な
知
識
で
あ
っ
て
、
直
感
的
で
あ
る
が
教
師
の
予
想
外
な
出
来
事
に
対
す
る
対
応
場
面
で
は
創
造
的
に
機
能
す
る
。「
学
問
的
か
つ
研
究
に
よ
る
知
識
（academ
ic
&
research
know
ledge)
」
は
、
科
学
的
知
識
、
科
学
の
本
質
（nature
of
science
）
に
関
す
る
知
識
、
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
生
徒
が
科
学
を
学
ぶ
の
か
に
関
す
る
知
識
の
三
つ
か
ら
な
り
、
教
師
の
省
察
的
探
究
（reflective
inquire
）
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
。「
専
門
的
知
識
」
は
、
校
務
に
関
す
る
知
識
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
とPC
K
を
含
ん
だ
四
領
域
が
交
差
す
る
形
で
、
教
師
の
知
識
が
持
つ
文
脈
性
を
説
明
し
て
お
り
、
そ
れ
が
教
科
と
も
関
わ
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
「
教
授
学
的
文
脈
知
識
」
の
枠
組
み
で
、
六
人
の
理
科
教
員
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
構
成
要
素
を
検
討
し
、
三
段
階
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
コ
ー
ド
化
を
試
み
て
い
る
。
日
本
の
学
級
経
営
に
お
け
る
人
間
関
係
の
側
面
は
入
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
に
文
脈
と
教
科
に
関
す
る
知
識
や
そ
の
他
の
教
師
の
知
識
と
の
関
係
を
総
合
的
に
概
念
化
し
、
検
討
し
て
い
る
点
が
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
挙
げ
た
、
学
級
経
営
に
関
わ
る
知
見
や
そ
の
課
題
状
況
を
捉
え
る
と
、
授
業
と
学
級
経
営
の
か
か
わ
り
と
い
う
観
点
は
、
学
級
経
営
研
究
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
り
、
実
践
的
知
識
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
、
授
業
の
学
級
経
営
的
側
面
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
課
題
が
重
な
る
と
い
え
る
。
ま
た
学
級
経
営
に
限
れ
ば
、
授
業
場
面
以
外
の
検
討
も
必
要
で
あ
り
、
日
本
の
文
脈
に
即
し
た
実
践
場
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
に
お
い
て
は
、
教
師
の
専
門
的
知
識
と
し
て
の
実
践
的
知
識
を
、
学
級
経
営
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
に
、
実
践
的
知
識
に
関
す
る
研
究
は
、
教
師
の
知
識
研
究
の
中
で
も
実
践
と
の
関
連
か
ら
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
知
識
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
形
成
・
獲
得
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
教
師
の
実
践
的
知
識
は
、
事
例
性
、
個
別
性
、
歴
史
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
熟
練
教
師
が
豊
か
に
保
有
し
、
実
践
の
文
－ 267－
脈
や
教
師
の
信
念
等
と
か
か
わ
り
な
が
ら
発
揮
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
教
師
の
多
様
な
経
験
に
よ
り
獲
得
・
形
成
さ
れ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
授
業
実
践
に
着
目
が
集
ま
る
実
践
的
知
識
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
授
業
と
学
級
経
営
の
不
可
分
の
関
係
を
鑑
み
た
際
、
学
級
経
営
に
お
け
る
実
践
的
知
識
の
研
究
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
第
一
に
、
実
践
的
知
識
に
つ
い
て
、
他
概
念
や
他
領
域
に
お
け
る
研
究
成
果
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
改
め
て
、
実
践
的
知
識
と
は
ど
の
よ
う
な
概
念
で
あ
る
の
か
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
、
学
級
経
営
に
お
け
る
実
践
的
知
識
の
実
証
の
た
め
の
研
究
方
法
の
検
討
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
師
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
か
ら
学
級
経
営
に
お
け
る
実
践
的
知
識
の
実
証
が
為
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
実
践
場
面
と
の
関
連
や
、
授
業
と
の
関
わ
り
を
同
時
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
日
本
の
文
脈
に
即
し
た
実
証
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
注
盧
　
例
え
ば
、
中
央
教
育
審
議
会
（
二
○
一
五
）「
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
〜
学
び
合
い
、
高
め
合
う
教
員
育
成
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
向
け
て
〜
(
答
申)
」．
で
は
、「
教
員
は
学
校
で
育
つ
」
と
い
う
考
え
の
下
、
現
職
研
修
、
採
用
、
教
員
養
成
が
一
体
と
な
っ
た
改
革
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
盪
　
佐
藤
学
（
二
○
一
五
）『
専
門
家
と
し
て
教
師
を
育
て
る
│
教
師
教
育
改
革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』、
岩
波
書
店
、
四
八_
五
一
頁．
蘯
　
熊
井
将
太
（
二
○
一
三
）「
学
級
経
営
論
の
教
育
方
法
学
的
検
討：
学
級
経
営
の
再
評
価
を
め
ぐ
る
国
際
的
動
向
」、『
研
究
論
叢．
芸
術
・
体
育
・
教
育
・
心
理
』、
第
六
三
巻
、
山
口
大
学
教
育
学
部
、
五
五
頁．
盻
　
石
川
英
志
（
二
○
○
四
）「
学
級
経
営
」、
日
本
教
育
方
法
学
会(
編)
『
現
代
教
育
方
法
事
典
』、
図
書
文
化
、
三
三
七
頁．
眈
　M
yers
&
Sim
pson
(1998)
は
、「
実
践
か
ら
構
築
さ
れ
た
知
識
」
は
下
記
の
三
つ
の
形
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
と
し
て
い
る
。
漓
ル
ー
チ
ン
な
ど
に
例
示
さ
れ
る
「
技
術
的
な
知
識
（technical
know
ledge)
」、
滷
ど
の
よ
う
に
（how
）
と
い
う
方
法
を
強
調
す
る
「
実
践
的
あ
る
い
は
技
巧
的
知
識
（practicalor
craft
know
ledge)
」、
澆
直
感
や
「
即
断
（thinking
on
one’s
feet)
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
な
「
暗
黙
知
（tacitknow
ledge)
」
で
あ
る
。
眇
　Shulm
an
(1987)
は
、PC
K
を
「
教
育
内
容
と
教
授
方
法
－ 268－
の
混
合
物
で
あ
り
、
教
師
に
独
特
の
領
域
。
教
師
の
専
門
的
理
解
の
独
特
の
形
態
」
と
し
て
定
義
し
、
教
師
の
理
解
し
た
教
育
内
容
を
学
習
者
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
翻
案
（transform
ation
）
す
る
過
程
を
中
心
と
し
た
教
授
学
的
推
論
（pedagogical
reasoning
）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
し
た
。
眄
　W
ilson,etal.(1987)
は
、
中
学
校
の
新
任
教
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
、
教
師
の
専
門
的
知
識
基
礎
の
構
成
要
素
と
し
て
、
以
下
の
七
つ
を
挙
げ
た
。「
教
科
内
容
に
つ
い
て
の
知
識
（know
ledge
of
subject
m
atter)
」、「
教
育
目
標
に
つ
い
て
の
知
識
（know
ledge
of
educational
aim
s)
」、
教
え
る
範
囲
外
の
知
識
と
し
て
の
「
他
の
内
容
に
つ
い
て
の
知
識
（know
ledge
of
other
content)
」、
教
え
よ
う
と
す
る
ト
ピ
ッ
ク
や
内
容
と
は
関
わ
ら
な
い
教
育
原
理
や
技
術
な
ど
の
「
一
般
的
な
教
授
学
的
知
識
（general
pedagogical
know
ledge)
」、「
学
習
者
に
つ
い
て
の
知
識
（know
ledge
of
le
a
rn
e
rs
)
」
、
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
知
識
（know
ledge
of
curriculum
)
」、「P
C
K
(pedagogical
contentknow
ledge)
」
で
あ
る
。
眩
　C
arter,K
.(1990).“Teacher’s
know
ledge
and
learning
to
teach.”
in
H
ouston,W
.R
.(E
d.),
H
andbook
of
research
on
teacher
education:A
projectof
the
association
of
teacher
educators,M
acm
illan,p.300.
眤
　
藤
原
顕
（
二
○
一
○)
「
教
師
の
実
践
的
知
識
に
関
す
る
研
究
動
向
│
コ
ネ
リ
ー
と
ク
ラ
ン
デ
ィ
ニ
ン
（C
onnelly,
F
.
M
.
and
C
landinin,D
.J.)
の
研
究
を
中
心
に
」、『
兵
庫
県
立
大
学
看
護
学
部
・
地
域
ケ
ア
開
発
研
究
所
紀
要
』、
第
一
七
巻
、
兵
庫
県
立
大
学
看
護
学
部
、
一
三
三
頁．
眞
　
前
掲
書
、
一
三
四
頁．
眥
　
暗
黙
知
（tacit
know
ledge
）
は
、
哲
学
者
のPolanyi
が
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る
。Polanyi(1966=
2003)
に
よ
れ
ば
、
「
私
た
ち
は
言
葉
に
で
き
る
よ
り
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
き
る
、
、
」（
傍
点
マ
マ)
と
い
う
事
実
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
暗
黙
知
に
よ
っ
て
、
漓
問
題
を
妥
当
に
認
識
し
、
滷
解
決
に
迫
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
得
て
、
澆
到
達
す
る
発
見
に
つ
い
て
の
暗
示
＝
含
意
を
妥
当
に
予
期
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
眦
　
吉
崎
（
一
九
九
八
）
は
、
吉
崎
（
一
九
八
七
）
の
複
合
的
領
域
は
実
践
的
知
識
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
眛
　
藤
原
ら
（
二
○
○
六
）
は
、「
授
業
ス
タ
イ
ル
」
を
、「
生
徒
の
理
解
、
授
業
の
目
的
や
教
育
内
容
の
想
定
、
教
材
の
準
備
や
提
示
、
学
習
活
動
の
組
織
な
ど
を
教
師
が
遂
行
し
て
い
く
際
の
個
性
的
な
様
態
」
と
定
義
し
て
い
る
。
眷
　
児
島（
一
九
九
○
）に
よ
れ
ば
、“classroom
m
anagem
ent”
－ 269－
概
念
は
、
授
業
の
「
失
敗
の
研
究
（study
offailure)
」
に
端
を
発
し
て
お
り
、
授
業
の
失
敗
要
因
と
し
て
、
教
室
の
物
理
的
条
件
、
人
的
・
集
団
的
条
件
、
教
師
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
三
つ
が
多
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
条
件
を
整
え
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
眸
　
林
・
木
村
（
二
○
一
六
）
に
よ
れ
ば
、
行
為
結
果
面
接
の
中
で
、
熟
練
教
師
、
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